
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

  

 
 
 

桜の花の様に！ 
 

桜の季節が到来！今年は 
1 週間程早めの 3 月 23.24 日 
が満開！ 

皆さんもお友達やご家族 
で桜を楽しんだのではない 
でしょうか？ 

さて桜は国樹だと思って 
おりましたが日本には国樹
はなく、国花が桜と菊だと
のことでした。 

アジアの他の国の国花を調べてみると、中国
は牡丹（ぼたん）、台湾は梅（うめ）、韓国は槿
（むくげ）、北朝鮮は李（すもも）タイは水蓮
（すいれん）、インドは蓮（はす）、因みにイギ
リスは薔薇（ばら）でフランスは百合（ゆり）
でした。 

桜の種類は日本だけで 600 以上あるそうで、
そしてバラ科の落葉高木そうです。 花言葉
は、”精神美”！。 これこそまさしく遠く祖
先から代々受け継がれ大切にしてきた日本人
の”心”なのかもしてません！ 

 
私達も！世界 260 カ国・地域に広がるボーイ

スカウト活動を通して世界をやわらかく包み
込み平和の花を咲かせたいですね！ 

桜の花の 1 枚は手の平からこぼれ落ちてし
まう程とても小さい 
けれど皆が集まれば 
黒く乾いた地面も桜 
の花で一杯にするこ 
とがきっとできるで 
しょう！ 

 ３月９日(土）、田道広場公園で開催されたフリーマケット

に、父母会有志のお母さん８名と父母会長の９名で「目黒 1

団のお店」を出しました。 

父母会では以前から、団ボリーの経費を補填するために、

２年に 1 回程度祐天寺幼稚園前の駐車場にて大がかりにバ

ザーを開催してきました。しかし、近年ではお中元・お歳暮と

いった「季節のご挨拶」が減ったり、引き出物などもカタロ

グ方式が主流になって「不要な新品」が家庭にあまり眠っ

ていないことといった時代の流れもあり、収益の割には負

担が大きくなり、バザー自体のやり方の全面的な見直しを

検討してきました。 

そこで、親同士の親睦を兼ね、小規模でよいのでフリーマ

ーケットに参加してみようという意見が出され、今回その第

一歩としてエコライフめぐろ推進協会が実施する行事にチ

ャレンジしてみました。 

やり方として、「やってみたい人」を募り、参加した人にも

メリットがあるように、各自の出品物の売り上げの半分を団

に寄付、半分は出品者に、というシステムにしました。 

実施のあたり、父母会長と団委員で準備と運営のための

マニュアルを用意し、参加される方々に事前配布したため、

準備から当日の実施まで初めてと思えないほどスムーズな

運営ができました。 

当日はお天気に恵まれ、風もなく、暖かな一日で、開店と

同時にどっとお客さんが押し寄せてきて大わらわ。ピークは

お昼頃で、1 時を過ぎると来場者はぐっと少なくなり、２時過

ぎにはお片付けモードとなりました。 

売上総額は 34,200 円、ここから出店経費と出品者の「手

取り」を引いて、団には 22,100 円寄付することができまし

た。 

また、こうした小規模なイベントを通じて、今回の２つ目の

目的である親同士の交流も図れたものと思います。 

年に何度かこうしたフリマ参加で、楽しみながら団には資

金面で貢献できればと考えております。 

 

3 月 24 日にお花見＆上野動物園に行きました。西郷隆盛 

から桜並木を通り抜け、噴水の周りで昼食。動物園入場の 

前に、廻るコースの地図作業をしました。子ども動物園では、 

家畜体験・ブラッシング・清掃の体験をしました。両生爬虫 

類館では、蛇の生態を学び、お土産に脱け殻をいただきま 

した。 
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３月 17 日、料理集会を行いました。 

 今年は和食、洋食、中華、イタリアンと国別の料理を 作っ

てもらいました。 

 各組テーマの野菜を設定、指定の国と野菜を兼ね料理を

考案してもらいました。 各組仲間と協力してアイディア満

載の美味しい料理が出来組ごと発表していただきました。 

 料理はどの組も大変美味しかったです。 

 リーダーもニンジンケーキをビーバー年代の チビッ子シ

ェフ達と作りました。 

 お手伝い頂いた保護者の方々ありがとうございました。 

3 月 26 日（火）、目黒区内団で富士章・菊章を達成したスカ

ウトが、目黒区長を表敬訪問しました。 

今回は富士スカウト 2 名と菊スカウト 5 名で、当団からはＢＳ

隊吉田・森スカウトの 2 名が菊の対象となりました。 

青木区長より記念品を受け取った後、スカウトたちは一言ず

つ活動を通じて得たものについてのコメントを求められました。 

１団の菊スカウト 2 人は「年代の異なるスカウトたちと活動を

共にすることで得た協力し合うことの大切さ、指導したりされ

たりという経験の大切さを学んだ」と語りました。 

他団の菊スカウトの中には、海外派遣を通して異文化交流を

さらに深めたいと思い、今年から日本高校ではなく海外の高

校に進学することにした、と報告したスカウトもいました。 

また、この後、区長よりのお勧めで、記念品授与式から同席

してくださった鴨志田議員が、区長室・区議会・屋上庭園など

区役所の中をあちこちご案内してくださいました。 

毎年の行事ですが、今年も班長を中心とし

て企画する班キャンプが、3 月 29 日～31 日で

行われました。今年度は埼玉県の長瀞で 3 班

同じ日時、場所に宿泊しました。 

実施前まではとても暖かく、今年の春キャン

プはとても過ごしやすいのでは？と考えてい

たのですが、以外と寒く、また 3 日間すべて小

雨がちらつく天気でスカウトも苦戦していたよ

うです。しかしながら管理人さんの助けや自分

たちのスカウトスキルを生かし、寒い中も楽しく

活動できたみたいです。 

このキャンプでは班長が計画し、自分たちで

キャンプすることを目的としています。そのた

め資材運 びも自分たちでおこなわければな

りません。私がスカウトに聞きましたところ、重

い荷物を背負って電車で移動することがとて

も大変だったといっていました。実際祐天寺到

着の際、スカウトはへとへとでこれ以上歩けな

いぐらいでした。しかしその大変さもスカウトに

とっては面白さの一部だったのか、「班キャン

プおもしろかったです！」というスカウトが沢

山いました。 

このキャンプを糧にこれからもキャンプスキ

ルが向上するといいですね！ 

（小林ＢＳ隊長） 


